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森の恵みの収穫祭

　

第
一
回
ふ
く
し
ま
植
樹
祭
も
、
天
気
に
恵
ま
れ
盛
大
に
、
か
つ
成
功
裏
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

準
備
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
く
し
が
式
典
の
中
で
耳
に
し
て
印
象
に
残
っ
た
言
葉
は
、
伐
採
に
よ
る
森
林
の
世
代
的

繋
が
り
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。
全
国
植
樹
祭
が
始
ま
っ
た
の
は
、
戦
後
間
も
な
く
の
一
九
五

〇
年
。
戦
争
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
国
土
を
緑
で
復
活
さ
せ
る
べ
く
、
国
土
緑
化
運
動
の
一
環
と

し
て
始
ま
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
二
五
年
後
の
一
九
七
七
年
に
、
森
林
を
継
続
的

に
守
り
育
て
る
意
識
を
普
及
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的
に
全
国
育
樹
祭
が
始
ま
る
わ
け
で
す
。
全

国
植
樹
祭
が
六
九
回
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
頃
に
植
林
さ
れ
た
樹
々
が
す
で
に
伐
採

時
期
を
迎
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
今
ま
さ
に
、
植
樹
、
育
樹
の
次
の
課
題
、

つ
ま
り
活
樹
ま
た
は
「
森
の
収
穫
祭
」
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
い
う
思
い
を
抱
い
た

の
で
す
。
森
林
の
恵
み
を
ヒ
ト
が
享
受
す
る
こ
と
、
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
そ
れ

こ
そ
が
世
代
を
越
え
て
国
土
の
森
を
再
生
可
能
な
状
態
に
保
ち
続
け
る
。
そ
の
条
件
な
の
だ
と

思
っ
た
の
で
す
。
た
だ
、
そ
れ
は
当
座
の
「
思
い
つ
き
」
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
植
樹
祭
や
育
樹
祭

に
匹
敵
・
対
応
す
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や
運
動
が
、
そ
れ
ほ
ど
易
々
と
で
き
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う
事
情
、
そ
れ
も
引
き
続
い
て
頭
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
森
林
は
単
純
な

木
材
生
産
場
と
言
い
切
れ
な
い
か
ら
で
す
。

　

一
時
期
、
我
が
国
農
業
の
「
近
代
的
経
営
」
へ
の
転
身
が
強
く
叫
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。
食

糧
も
貨
幣
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
る
数
あ
る
商
品
の
ひ
と
つ
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
発
想
が
そ
こ

に
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。
と
す
れ
ば
い
か
に
「
売
れ
る
商
品
作
物
」
を
大
量
に
作
る
か
と
い
う
側

面
で
の
「
合
理
化
」
が
「
限
り
な
く
」
進
行
し
ま
す
。
現
に
、
ア
メ
リ
カ
を
始
め
と
す
る
多
国

籍
食
糧
企
業
（
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｉ
Ｎ
Ｃ
．）
の
実
態
を
見
れ
ば
、
食
の
世
界
市
場
シ
ェ
ア
を
拡
大
す

る
た
め
に
手
段
を
選
ば
な
い
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
化
学
的
・
遺
伝
子
学
的
技
術
が

「
商
品
と
し
て
の
食
糧
」
生
産
に
投
入
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
む
ろ
ん
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
類
は
こ

れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど
「
安
価
に
」
食
糧
を
入
手
で
き
る
よ
う
に
は
な
り
ま
し

た
。
す
で
に
「
先
進
国
」
で
は
飢
餓
で
は
な
く
飽
食
と
肥
満
の
方
が
大
き
な
社
会
問
題
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
し
か
し
他
方
で
は
、
そ
の
効
率
性
を
求
め
た
大
規
模
生
産
シ
ス
テ

ム
が
、
地
下
水
の
枯
渇
や
地
盤
沈
下
、
塩
害
、
表
土
流
失
に
よ
る
砂
漠
化
な
ど
の
環
境
破
壊
す

ら
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
米
国
か
ら
の
周
到
な
食
糧
・
飼
料
の
輸
出
圧

力
に
対
し
、
我
が
国
の
農
林
水
産
省
は
、「
農
業
・
農
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
」
と
い
う
視

点
を
対
置
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
単
純
に
「
工
業
生
産
」
と
同
等
の
商
品
・
製
品
製
造
の

場
と
は
違
う
の
だ
と
い
う
考
え
方
で
す
。
同
様
に
、
森
林
は
単
な
る
木
材
供
給
場
で
は
な
か
っ

た
わ
け
で
、
か
つ
て
国
有
林
の
管
理
・
運
営
（
造
林
・
営
林
）
を
目
的
と
し
た
営
林
署
が
森
林

管
理
署
と
名
前
を
変
え
た
の
も
、
そ
う
し
た
森
林
の
多
面
性
を
意
識
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。
森
林
か
ら
ヒ
ト
へ
の
恵
み
は
と
て
つ
も
な
く
幅
が
広
い
の
で
す
。

　

森
林
か
ら
の
多
面
的
恵
み
を
、
次
世
代
・
次
々
世
代
に
至
る
ま
で
多
面
的
に
享
受
し
続
け
る

た
め
に
、
今
何
を
な
す
べ
き
か
。
分
野
を
越
え
た
多
方
面
同
時
作
戦
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
の

だ
、
と
思
う
の
で
す
。
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で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
黙
祷
を
行
い
、
開
会
式
に
お
い

て
は
、
大
会
会
長
の
内
堀
雅
雄
福
島
県
知

事
、
特
別
顧
問
の
市
川
海
老
蔵
氏
、
実
行

委
員
長
の
齋
藤
卓
夫
氏
、
南
相
馬
市
の
門

馬
和
夫
市
長
、
二
〇
一
八
年
ミ
ス
日
本
み

ど
り
の
女
神
の
竹
川
智
世
さ
ん
、
二
〇
一

七
年
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
女
神
の
野
中
葵

さ
ん
の
六
名
が
登
壇
し
挨
拶
等
を
い
た
だ

き
、
地
元
大
甕
み
ど
り
の
少
年
団
の
介
添

え
に
よ
る
記
念
植
樹
の
後
、
参
加
者
全
員

に
よ
る
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
番
の
植
樹
活
動
は
、
海
岸
防
災
林
の

主
林
木
と
な
る
ク
ロ
マ
ツ
や
ス
ダ
ジ
イ
な

ど
の
広
葉
樹
の
苗
木
約
二
七
、
〇
〇
〇
本

を
福
島
の
未
来
に
思
い
込
め
て
汗
を
流
し

植
栽
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
広
場
に
お
い
て
は
、
豚
汁

の
ふ
る
ま
い
や
、
企
業
や
団
体
様
の
ご
協

力
に
よ
り
、
子
ど
も
達
に
よ
る
木
工
や
丸

太
切
り
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、

観
光
Ｐ
Ｒ
や
特
産
物
の
販
売
、
お
に
ぎ
り

や
飲
料
水
の
配
布
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ふ
く
し
ま
植
樹
祭
開
催
に
向
け
て
、
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
「
続
け
る
」、「
広
げ
る
」、「
繋

げ
る
」
を
基
本
に
、
多
く
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
大
会
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
三
〇
年
十
一
月
四
日（
日
）、
第
一

回
ふ
く
し
ま
植
樹
祭
を
、
南
相
馬
市
鹿
島

区
北
海
老
地
内
に
お
い
て
、
第
六
回
南
相

馬
市
鎮
魂
復
興
市
民
植
樹
祭
と
共
同
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
く
し
ま
植
樹
祭
」
は
、
今
年
六
月

十
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
第
六
九

回
全
国
植
樹
祭
ふ
く
し
ま
２
０
１

８
の
開
催
理
念
を
引
継
ぎ
、「
未

来
へ
つ
な
ぐ
希
望
の
森
林
づ
く

り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
希
薄
と

な
っ
た
森
林
と
人
と
の
絆
の
回
復

や
、
県
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
の

更
な
る
発
展
、
復
興
に
向
け
て
歩

み
続
け
る
福
島
の
姿
を
実
感
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
達
へ
美
し
い
ふ
る
さ
と

を
継
承
す
る
た
め
、
引
き
続
き
多

く
の
方
々
と
の
植
樹
活
動
の
輪
を

広
げ
て
い
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　

開
催
当
日
は
、
朝
か
ら
雲
一
つ

無
い
、
風
も
穏
や
か
な
好
天
に
恵

ま
れ
、
こ
の
時
期
と
し
て
は
、
絶

好
の
植
樹
日
和
と
な
り
、
県
内
外

か
ら
三
、
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

始
め
に
東
日
本
大
震
災
の
津
波

ふ
く
し
ま
植
樹
祭
開
催

ふ
く
し
ま
植
樹
祭
実
行
委
員
会

緑の少年団の植樹活動

参加者全員による記念撮影



林業福島　平成30年12月１日発行

3―　 ―

第
四
三
回
福
島
県
林
業
祭
を
開
催
し
ま
し
た

福
島
県
林
業
祭
実
行
委
員
会

　

第
四
三
回
福
島
県
林
業
祭
を
、
十
月
二
〇
日
、
二
一
日
の
二
日
間
に
渡
り
、
郡
山
市
の

福
島
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
、
約
七
、
〇
〇
〇
名
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

二
〇
日
十
時
よ
り
、
本
館
前
に
お
い
て
開
会
式
を
行
い
ま
し
た
。
飯
沼
隆
宏
福
島
県
林

業
祭
実
行
委
員
会
副
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
星
公
正
福
島
県
議
会
農
林
水
産
委

員
会
委
員
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
新
地
町
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た
鹿
狼
ア
ル

プ
ホ
ル
ン
倶
楽
部
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

本
館
前
で
は
、
開
会
式
に
引
き
続
き
、
鹿
狼
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
倶
楽
部
の
「
森
の
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
行
わ
れ
、
二
日
目
に
は
、
福
島
県
や
東
京
都
を
中
心
に
活
動
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
加
藤
菜
々
子
さ
ん
に
よ
る
演
奏
が
観
客
の
皆
さ
ん
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。
県

産
材
の
家
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
模
擬
上
棟
式
」
は
、
二
日
間
で
四
回
行
わ
れ
、
模
擬
上
棟
式
を

体
験
す
る
楽
し
い
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
ま
た
、
二
一
日
に
は
「
森
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」

や
「
林
業
担
い
手
の
主
張
」
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
森
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
で
は
、
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
シ
ョ
ー
」

に
て
作
成
さ
れ
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
作
品
を
は
じ
め
、
県
内
各
地
よ
り
持
ち
寄
ら
れ

た
品
が
、
次
々
と
元
気
な
か
け
声
で
競
り
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
林
業
担
い
手
の
主
張
」
で
は
、
県
内
五
名
の
林
業
担
い
手
の
方

が
森
林
・
林
業
に
対
す
る
思
い
を
来
場
者
に
向
け
て
発
表
し
ま
し
た
。
林
業
事
業
体
職
員

か
ら
特
用
林
産
物
の
振
興
に
携
わ
る
職
員
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
林
業
担
い
手
の
思
い
を
、

来
場
者
の
方
に
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

多
目
的
広
場
に
は
、
木
の
枝
ク
ラ
フ
ト
、
い
す
作
り
、
竹
細
工
体
験
、
木
製
ボ
ー
ル
ペ

ン
づ
く
り
な
ど
の
工
作
体
験
や
、
今
回
初
め
て
、
木
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
「
ク
ッ
ブ
」
や
ハ
ー

ベ
ス
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
六
月
十
日
に
開
催

さ
れ
た
「
第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
」
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
に
も
、
大
勢
の
方
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、「
平
成
三
〇
年
度
福
島
県
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
選
手
権
」
が
開
催
さ
れ
、
県

内
か
ら
二
七
名
が
参
加
し
、
安
全
は
も
ち
ろ
ん
、
速
さ
や
正
確
さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

（
結
果
詳
細
：
別
表
１
）

開会式チェーンソー選手権（合わせ玉伐り）

別表１　福島県チェーンソー選手権結果

「林業担い手の主張」

総　合
種　　目　　別

合わせ
玉伐り

精密
玉伐り

玉伐り
スピードトライアル

１
位

伹野勝久 秋山健人 伹野勝久 髙橋真也
相馬地方
森林組合

東白川郡
森林組合

相馬地方
森林組合

相馬地方
森林組合

２
位

松本公浩 伹野勝久 中野孝一 松本公浩
相馬地方
森林組合

相馬地方
森林組合

いわき市
森林組合

相馬地方
森林組合

３
位

髙橋真也 近藤重昭 松本公浩 近藤重昭 秋山健人
相馬地方
森林組合

いわき市
森林組合

相馬地方
森林組合

いわき市
森林組合

東白川郡
森林組合
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本
館
前
通
路
で
は
、
ラ
イ
シ
ー
ホ
ワ
イ
ト
と
の
お
米
計
量
ゲ
ー
ム
、
農
林
水
産
物
や
六

次
化
商
品
、
木
工
品
、
漆
器
等
の
展
示
・
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昔
懐
か
し
い

竹
馬
や
竹
ぽ
っ
く
り
、
積
み
木
の
プ
ー
ル
な
ど
の
木
や
竹
で
で
き
た
お
も
ち
ゃ
や
、
木
の

箸
づ
く
り
、
林
業
担
い
手
の
服
装
と
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
様
々
な

体
験
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

展
示
館
西
側
広
場
で
は
、「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
シ
ョ
ー
」
が
二
〇
日
に
二
回
行
わ

れ
、
丸
太
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
動
物
た
ち
の
大
胆
で
繊
細
な
造
形
に
観
客
が
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

北
門
か
ら
の
通
路
脇
で
は
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
®
体
験
も
昨
年
に
引
き
続
き
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

研
修
本
館
で
は
、
震
災
か
ら
の
様
々
な
復
興
活
動
や
調
査
結
果
、
木
材
や
き
の
こ
の
安

全
・
安
心
の
取
り
組
み
、
林
業
就
業
相
談
会
や
、
松
ぼ
っ
く
り
工
作
、
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー

の
研
究
成
果
ポ
ス
タ
ー
発
表
、
二
一
日
に
は
「
編
み
組
細
工
実
演
・
体
験
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
語
り
と
方
言
の
会
に
よ
る
「
森
の
昔
話
」
や
、「
き
の
こ
品
評
会
」
の
出

品
物
販
売
と
き
の
こ
料
理
の
試
食
会
も
行
わ
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

研
修
本
館
前
で
は
、
県
産
き
の
こ
、
木
工
品
、
農
産
物
、
林
業
機
械
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
バ
ー
デ
ン
吉
祥
の
間
に
お
い
て
は
、
二
〇
日
に
「
平
成
三
〇
年
度
福
島
県
林
業

コ
ン
ク
ー
ル
等
表
彰
式
」
及
び
「
森
林
・
林
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
表
彰

式
で
は
、
林
業
コ
ン
ク
ー
ル
、
き
の
こ
品
評
会
等
、
七
一
件
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
受

賞
内
容
は
、
各
コ
ン
ク
ー
ル
の
紹
介
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。）

　
「
森
林
・
林
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、『
森
林
と
水
と
人
の
つ
な
が
り
～
今
を
生
き
る
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
～
』
と
題
し
た
、
林
業
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
鳥
居
由
佳
氏
の
講
演
を
約
一

二
〇
名
の
方
々
が
熱
心
に
聴
講
す
る
と
と
も
に
、
講
演
者
に
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

出
展
者
、
出
演
者
な
ど
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
二
日
間
無
事
に
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
森
林
・
林
業
関
係
者
が
一
体
と
な
り
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の

魅
力
発
信
と
活
性
化
に
向
け
、
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

木の箸づくり体験 木を使ったゲーム「クッブ」

編み組細工の実演・体験 模擬上棟式
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福
島
県
林
業
コ
ン
ク
ー
ル

ふ
く
し
ま
森
林
・
林
業
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

福
島
県
林
業
振
興
課

公
益
社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

　

福
島
県
林
業
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
林
業
技

術
の
向
上
と
林
業
経
営
の
改
善
を
図
り
、

本
県
林
業
の
発
展
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
十
一
件
の
応
募
が
あ
り
、

林
業
振
興
課
職
員
等
に
よ
る
現
地
審
査
の

後
、
九
月
十
一
日
に
森
林
・
林
業
関
係
団

体
等
の
代
表
者
か
ら
な
る
審
査
委
員
会
を

開
催
し
、
各
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

森
林
の
状
況
が
保
育
期
か
ら
利
用
期
に

移
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
間
伐

部
門
に
お
け
る
出
品
数
が
増
え
て
い
ま

す
。
林
業
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
も
時
代

の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
見
直
し
を
図

　

ふ
く
し
ま
森
林
・
林
業
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
森
林
の
大
切
さ
と
そ
れ
を
支
え
る

林
業
の
重
要
性
を
県
内
外
に
広
く
発
信
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
度
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
の
応
募
人
数
は
四
三
人
、
応
募

作
品
数
は
八
〇
点
と
多
数
の
応
募
が
あ

り
、
十
月
四
日
、
県
写
真
連
盟
高
橋
良
雄

様
を
審
査
委
員
長
に
、
県
及
び
林
業
団
体

で
構
成
す
る
審
査
委
員
会
に
お
い
て
厳
正

に
審
査
し
、
入
賞
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
林
業
祭
開
催
期
間
中
会

り
な
が
ら
林
業
経
営
者
の
方
々
に
奮
起
し

て
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
部
門
別
表
彰
者

一
　
山
林
苗
畑
部
門

　

福
島
県
知
事
賞 

福
田　

三
郎

　

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合
長
賞

 

川
上　

敦
史

二
　
造
林
部
門

　

福
島
県
知
事
賞 

遠
藤　

幸
重

　

公
益
社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・

緑
化
協
会
長
賞 
山
中　

一
作

三
　
間
伐
部
門

　

福
島
県
知
事
賞 

前
田　
　

栄

　

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
長
賞

 

中
寺
区
区
長　

大
竹　

幹
夫

　

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会

長
賞 

小
野　

一
男

　

福
島
県
林
業
経
営
者
協
会
長
賞

 

粂
井　

一
博

　

農
林
中
央
金
庫
福
島
支
店
長
賞

 

鈴
木　

省
吾

山林苗畑部門県知事賞の苗畑

第43回福島県林業祭で展示

第
十
五
回

平
成
三
〇
年
度

場
に
展
示
す
る
と
と
も
に
、
十
一
月
五
日

（
月
）か
ら
九
日（
金
）に
は
県
庁
渡
り
廊
下

に
展
示
し
、
写
真
を
通
し
て
頑
張
る
林
業

の
姿
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
「
林
業
福
島
」
の
表
紙
に
適
宜

掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（最優秀賞、優秀賞及び特別賞の入賞者）

賞　の　種　類 入　　賞　　者

区　分 賞　　名 市町村 氏　名 題　　名

最優秀賞 福島県知事賞 郡 山 市 小田島守明 炭出し

優 秀 賞
公益社団法人
福島県森林・林業・
緑化協会長賞

福 島 市 河野　善次 巨木伐採

福 島 市 菊地　美雄 親子で植樹

福 島 市 相馬　雅俊 雪にも負けず

特 別 賞
一般財団法人
福島県林業会館
理事長賞

白 河 市 近藤　広章 林業のプロ
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福
島
県
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会
良
質
材
展
示
会

福
島
県
森
林
保
全
課

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

　

当
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
児
童
・
生
徒
の
緑

化
活
動
及
び
学
校
に
お
け
る
環
境
教
育
の

一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
福
島
県
及
び

福
島
県
教
育
委
員
会
の
共
催
に
よ
り
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
十
四
件
（
学

校
林
等
活
動
の
部
三
件
、
学
校
環
境
緑
化

の
部
十
件
、
協
力
者
の
部
一
件
）
の
応
募

が
あ
り
、
県
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
に

よ
り
、
表
彰
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

学
校
林
等
活
動
の
部

　
・
会
津
若
松
市
立
湊
小
学
校

　
　

猪
苗
代
湖
に
流
れ
込
む
、
水
源
地
の

学
校
林
に
お
い
て
下
刈
り
や
除
伐
作
業

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
河
川
の
生
き

物
調
査
や
猪
苗
代
湖
の
水
質
調
査
を
行

う
な
ど
、
森
林
の
役
割
や
森
林
環
境
の

大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

第
六
九
回

第
二
一
回

　
・
い
わ
き
市
立
田
人
中
学
校

　
　

地
域
の
文
化
を
学
ぶ
「
た
び
と
学
」

の
一
環
で
あ
る
林
業
体
験
を
通
し
て
、

地
域
住
民
の
方
々
か
ら
林
業
に
つ
い
て

専
門
的
な
知
識
を
学
び
、
自
然
環
境
保

全
の
考
え
を
深
め
る
と
と
も
に
、
伐
採

し
た
木
材
か
ら
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
製
す

る
等
、
木
材
の
循
環
活
用
に
つ
い
て
も

学
ん
で
い
ま
す
。

２　

学
校
環
境
緑
化
の
部

　
・
会
津
若
松
市
立
大
戸
小
学
校

　
　
「
花
と
緑
の
大
戸
小
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
緑
の
少
年
団
活
動
を
中

心
に
子
ど
も
た
ち
が
毎
朝
の
花
壇
の
灌

水
や
花
の
手
入
れ
、
樹
木
と
の
ふ
れ
あ

い
等
の
活
動
を
行
い
、
緑
の
豊
か
さ
、

大
切
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
育
て
た
花

を
地
域
の
施
設
へ
配
る
な
ど
、
感
謝
の

気
持
ち
を
地
域
へ
還
元
す
る
取
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。

学校林での活動の様子
（会津若松市立湊小学校）

学校環境整備の様子
（会津若松市立大戸小学校）

学校林での活動の様子
（いわき市立田人中学校）

　

去
る
十
月
十
七
日
、
い
わ
き
木
材
流
通
セ

ン
タ
ー
（
平
成
八
年
開
設
）
に
お
い
て
「
第

二
一
回
福
島
県
森
林
組
合
連
合
会
良
質
材
展

示
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
林
野
庁
、
関
東
森
林
管
理

局
、
福
島
県
、
福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合

会
か
ら
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
毎
年
当
セ

ン
タ
ー
の
記
念
市
と
同
時
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
育
林
技
術
や
造
材
技
術
の
各
項
目
の
評

価
審
査
に
基
づ
い
て
各
賞
を
決
定
し
、
生
産

技
術
の
改
善
向
上
や
木
材
品
質
の
向
上
、
森

林
組
合
共
販
材
の
優
秀
性
を
広
く
紹
介
す
る

こ
と
、
ま
た
木
材
需
給
の
安
定
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
回
数
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

審
査
は
十
月
十
一
日
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
福
島
県
、
福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合

会
、
買
方
者
代
表
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
県
森
連
職
員
を
含
む
計
五
名
が
行
い
、

審
査
項
目
（
表
１
）
に
基
づ
き
厳
正
に
審
査

し
た
結
果
各
賞
を
決
定
（
表
２
）
し
ま
し
た
。

　

展
示
会
を
開
催
し
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た

の
も
、
出
荷
者
、
買
方
者
の
ご
協
力
並
び
に

関
係
機
関
の
ご
指
導
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ

と
と
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

森
林
組
合
系
統
の
一

木
材
市
場
と
し
て
消
費

者
の
皆
様
に
福
島
県
産

材
を
安
心
し
て
お
求
め

審査項目 審査対象

育林技術

節の有無・大小

年齢幅

材の曲がり

材の丸み・偏心

材の光沢・色彩

造材技術

枝はらい

材の切断面

延寸

総　　合 商品価値・市場性

賞　名 受賞者名 住所 樹種 長級
（ｍ）

径級
（㎝）

林 野 庁 長 官 賞 石嶋商事
石嶋美智男 田村市 スギ 6.00 18－20

福 島 県 知 事 賞 水野　悦男 古殿町 スギ 3.65 40－42
関東森林管理局長賞 阿部　好春 いわき市 スギ 4.00 40－42

県木材協同組合連合会長賞
ふくしま中央森林組合
石川岩瀬事業所
石川事務所

石川町 スギ 3.65 40－54

県木材協同組合連合会長賞 國生興産有限会社 いわき市 スギ 4.00 40－46

県森林組合連合会長賞 水野林業
水野　峰次 古殿町 スギ 4.00 42

県森林組合連合会長賞 安田林業株式会社 大玉村 スギ 4.00 24－38
県森林組合連合会長賞 有限会社本郷林業 鮫川村 ヒノキ 4.00 14－18

（表１）（表２） い
た
だ
け
る
よ
う
、
需
給
体
制
の
強
化
に
全

力
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
当

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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福
島
県
き
の
こ
品
評
会

公
益
社
団
法
人
　
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会
　
き
の
こ
振
興
セ
ン
タ
ー

　

十
月
二
〇
日（
土
）、
二
一
日（
日
）の
両

日
、
第
四
三
回
福
島
県
林
業
祭
の
開
催
に

併
せ
、「
平
成
三
〇
年
度
福
島
県
き
の
こ

ま
つ
り
」
を
郡
山
市
に
あ
る
福
島
県
林
業

研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
、
約
七
、
〇

〇
〇
人
の
来
場
者
が
あ
り

ま
し
た
。

　

当
き
の
こ
ま
つ
り
は
、

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
等
に
よ
り
、

三
年
間
休
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
平
成
二
六
年
に
震

災
復
興
と
県
産
き
の
こ
の

振
興
を
目
的
と
し
て
再
開

し
て
か
ら
、
今
回
で
五
回

目
の
開
催
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

き
の
こ
ま
つ
り
に
お
い

て
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
、「
福
島
県
き
の
こ

品
評
会
」
で
す
。
今
年
は
、

降
水
量
が
少
な
く
、
記
録

的
な
高
温
の
中
、
ほ
だ
木

や
菌
床
の
管
理
に
大
変
ご

苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
生
産
者
の

方
々
の
努
力
に
よ
り
、
生
し
い
た
け
八
九

点
、
乾
燥
し
い
た
け
十
三
点
、
な
め
こ
・

ひ
ら
た
け
三
七
点
な
ど
、
今
回
も
品
質
の

良
い
き
の
こ
が
一
四
一
点
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
十
月
十
九
日（
金
）に
行
わ
れ
た
審
査

会
で
は
、
最
優
秀
賞
と
し
て
農
林
水
産
大

臣
賞
が
選
定
さ
れ
た
ほ
か
、
林
野
庁
長
官

賞
を
は
じ
め
と
し
て
数
々
の
入
賞
作
品
計

二
四
点
が
選
ば
れ
、
翌
二
〇
日
、
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
品
さ
れ
た
き
の
こ
は
、
十
月
二
〇
、

二
一
日
の
両
日
に
展
示
・
販
売
し
ま
し
た

が
、
販
売
し
た
出
品
物
は
売
り
始
め
か
ら

三
〇
分
か
か
ら
ず
に
完
売
す
る
な
ど
、
大

変
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

風
評
な
ど
き
の
こ
産
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
ま
だ
万
全

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年

品
評
会
を
楽
し
み
に
来
場
さ

れ
る
方
も
多
い
の
で
、
今
後

も
品
評
会
を
開
催
す
る
こ
と

で
県
産
き
の
こ
の
普
及
・
振

興
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

展示・販売会場の様子

平成30年度　きのこ品評会出品数内訳
生しいたけ

乾しいたけ なめこ・
ひらたけ

参考出品
（点）原木栽培部門 菌床栽培部門

出品数 25 64 13 37 ２

《受賞者名簿》
●生しいたけの部
　　農林水産大臣賞（原木栽培部門） 箭内　幸一（田村市）
　　林野庁長官賞（菌床栽培部門） 大野　一宏（天栄村）
　○原木栽培部門
　　福島県知事賞 國分　　進（本宮市）
　　福島民報社代表取締役社長賞 古川　政善（郡山市）
　　（公社）福島県森林・林業・緑化協会会長賞
 株式会社しもごう農園（下郷町）
　　全国農業協同組合連合会福島県本部長賞
 野尻地区しいたけ生産組合　青木　秀之（昭和村）
　　福島県きのこ振興協議会会長賞 大橋　茂美（伊達市）
　○菌床栽培部門
　　福島県知事賞 円谷　康夫（泉崎村）
　　福島民友新聞社代表取締役社長賞
 富士ソフト企画株式会社　西会津しいたけファーム（西会津町）
　　（公社）福島県森林・林業・緑化協会会長賞
 農事組合法人愛椎ファミリー（郡山市）
　　福島県農業協同組合中央会会長賞
 有限会社遠藤きのこ園　代表取締役　遠藤　一夫（川内村）
　　全国農業協同組合連合会福島県本部長賞
 芳賀　敏行（中島村）
　　福島県きのこ振興協議会会長賞 佐治　卓郎（郡山市）

●乾しいたけの部
　　林野庁長官賞（乾しいたけの部） 鈴木　吉一（磐梯町）
　　福島県知事賞 福田　正三（石川町）
　　全国椎茸商業協同組合連合会理事長賞
 遠藤　充孝（磐梯町）
　　（公社）福島県森林・林業・緑化協会会長賞
 山田　　誠（福島市）
　　福島県きのこ振興協議会会長賞
 農事組合法人いわき菌床椎茸組合（いわき市）

●なめこ・ひらたけの部
　　林野庁長官賞（なめこ・ひらたけの部）
 遠藤　栄久（北塩原村）
　　福島県知事賞 田崎　眞平（西会津町）
　　日本特用林産振興会会長賞
 桐の里産業株式会社（三島町）
　　（公社）福島県森林・林業・緑化協会会長賞
 有限会社鈴木農園（郡山市）
　　福島県森林組合連合会代表理事会長賞
 有限会社すずき農園（いわき市）
　　福島県きのこ振興協議会会長賞
 本田　　隆（川俣町）

敬称略

農林水産大臣賞

平
成
三
〇
年
度
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１　はじめに
　林内路網は森林整備のためのインフラであり、森林の適正な管理のため必須な要素です。そのため、現在、
重点的に実施しているふくしま森林再生事業では、森林整備と作業道整備はセットで計画、実施されています。
　森林整備を計画、実施するにあたり、市町村や委託業者と打合せを行う際に必要な視点が２つあります。一
つはどの森林を森林整備するかという「森を見る目」です。もう一つはどこに作業道を作るかという「道づく
りの目」です。
　路網整備担当の林業普及指導員として、ふくしま森林再生事業の計画打合せに関わる中で、市町村を含め事
務所職員が「森を見る目」は持っていても、「道づくりの目」に弱い部分があると感じることがあります。
　そこで、路網整備を推進するにあたり、「道づくりの目」を持つための取組について、当事務所の事例を紹
介します。

２　県行造林地での線形の検討
　県行造林地において、ふくしま森林再生事業による森林整備計画箇所で既設作業道が崩落し、既設作業道を
復旧しないと森林整備が行えない現場がありました。崩落箇所付近は急傾斜であることから、構造物を設置し
ない限り復旧はできないと判断し、新たに崩落箇所を迂回する作業道を計画することになりました。
　現場は急傾斜とはいえ、簡易な測量設計技術で十分に検討できると判断し、研修の意味も含め、森林土木課
と林業課が合同で、現地での線形の検討を行い、職員自らが測量設計も行いました。道づくりで重要な「縦断
勾配」、「土工量」を推定する目を養うため、現地にてポール横断、
True pulseによる方位角及び地盤高の計測を行い、測量データを
用いた図化作業（平面図、縦断図、横断図）を経て、土量計算ま
で行いました。

３　線形検討後の確認作業
　この現地調査で作成した手書きの図面は、平成30年度の森林整
備事業の設計書に活用され、設計図どおりに作業道が完成し、間
伐施業により収穫した木材が当作業道を利用して搬出されました。
作成した図面が形になったため、「道づくりの目」を養うための
第一歩としては効果があったと思います。
　今後、作業道を施工し、木材を搬出した委託業者と、施工性や
走行性について意見交換を行い、路網の検証を行う予定です。

４　おわりに
　新採時に多くの林道事業の現場に携わり、高い能力を持った森
林土木技術者に囲まれていた身として、近年、「道づくりの目」
を持つ職員が少なくなっているように感じる中、ふくしま森林再
生事業に携わる市町村職員も含め、道づくりの目を養うために道
づくりの考え方や測量設計等の研修を積極的に実施していきたい
と考えています。

君は山の中に道を描けるか！

普及指導員通信

　福島県県南農林事務所
林業普及指導員　小　澤　　　創

線形検討の様子１

線形検討の様子２
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団体のページ団体のページ

無人航空機
活用講習会を開催

福島県森林組合

連 合 会

森連だより
　

最
近
は
、
無
人
航
空
機
（
Ｕ
Ａ
Ｖ
）
と

い
う
言
葉
も
一
般
的
と
な
り
、
土
木
分
野

な
ど
で
は
無
人
航
空
機
を
用
い
た
施
工
管

理
や
公
共
測
量
に
つ
い
て
の
指
針
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
分
野
で
は
、

人
工
知
能
と
組
み
合
わ
せ
効
率
的
な
施
肥

の
実
施
な
ど
、
実
証
段
階
か
ら
実
務
で
の

活
用
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

当
会
で
も
試
験
的
に
無
人
航
空
機
を
導

入
し
、
業
務
で
の
活
用
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
各
森
林
組
合
か
ら
も
無
人

航
空
機
に
関
す
る
様
々
な
問
合
せ
を
頂
く

こ
と
が
多
く
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

し
か
し
、
話
を
聞
い
て
い
る
と
航
空
法

に
対
す
る
認
識
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、

飛
行
に
資
格
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い

た
り
な
ど
誤
っ
た
認
識
を
し
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
当
会
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
を

基
に
、
平
成
三
〇
年
十
月
二
二
日
に
郡
山

市
森
林
組
合
を
会
場
と
し
て
、
県
内
森
林

組
合
を
対
象
に
し
た
無
人
航
空
機
に
関
す

る
知
識
の
向
上
と
、
業
務
で
の
活
用
方
法

の
検
討
を
目
的
に
講
習
会
を
開
催
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

　

講
習
会
で
は
、
ま
ず
無
人
航
空
機
の
基

本
的
な
運
用
上
の
ル
ー
ル
と
し
て
、
航
空

法
の
制
限
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
航

空
法
で
は
、
原
則
的
に
無
人
航
空
機
を
目

視
内
で
飛
行
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ

か
、
飛
行
可
能
高
度
も
地
上
高
一
五
〇
㍍

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
制
限

を
考
慮
す
る
と
、
山
間
部
で
の
運
用
は
実

務
上
不
可
能
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
手

続
き
を
踏
む
こ
と
で
制
限
を
受
け
ず
に
飛

行
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
必
要
と
な
る
事
項
や
申
請
書
類

等
の
講
習
を
行
っ
た
ほ
か
、
当
会
で
の
活

用
事
例
と
し
て
、
撮
影
画
像
を
活
用
し
た

Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
の
運
用
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
実
際
に
無
人
航
空
機
の
飛
行
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

無
人
航
空
機
は
自
立
飛
行
が
可
能
で
、
操

縦
装
置
か
ら
手
を
離
し
て
も
そ
の
場
で
ホ

バ
リ
ン
グ
し
、
操
縦
が
不
能
と
な
っ
た
場

合
で
も
離
陸
場
所
へ
自
動
で
帰
還
す
る
な

ど
、
飛
行
の
安
定
性
や
操
縦
の
容
易
さ
を

確
認
し
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
森
林
・
林
業
分
野
で
の
無
人
航

空
機
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
林
業

関
係
者
や
研
究
機
関
で
も
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
無
人
航
空
機
単
体
で
仕
事
が
完

結
す
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
講
習
会
で
は
、
業
務
で
の

活
用
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た

が
、
航
空
写
真
や
動
画
の
み
で
は
業
務
で

の
活
用
に
は
十
分
と
言
え
ず
、
画
像
処
理

ソ
フ
ト
や
小
型
レ
ー
ダ
ー
な
ど
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
活
用
の
幅
が
広
が
り
ま
す

が
、
費
用
対
効
果
を
考
慮
す
る
と
導
入
に

は
至
ら
な
い
と
い
う
の
が
実
感
で
し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
活
用
の
可
能
性
を
検
証

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
意
見

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
実
際
に
事
業
で
活
用
し

て
み
た
い
な
ど
の
要
望
も
お
気
軽
に
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

デモンストレーション風景

講義風景
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　コンテナ苗生産への検討は、平成22年から各県で実施され、植栽時期の
自由度が高いことから、その需要は年々増えてきています。
　しかし、各県の生産本数等の情報が少なく、裸苗づくりからコンテナ苗
づくりへの移行の方向について検討するため、全国の苗協を対象にアン
ケート調査を実施しました。
　回答を頂いた14苗協の結果をとりまとめましたので、紹介いたします。

　問－１　平成30年産造林用スギ生産本数について、記入してください。
　　　　　露地栽培　　　本　　　コンテナ栽培　　　本

　　回答　露地栽培232万本　　コンテナ栽培264万本　　計496万本
　　　　　コンテナ栽培本数が53％と露地からコンテナに移行してきている。

　問－２　使用しているコンテナの規格について、記入してください。
　　　　　・100㏄　　・150㏄　　・250㏄　　・300㏄　　・その他

　　回答　・100と250㏄（０個）　・150㏄（32万個）　・300㏄（23万個）
　　　　　・その他（23万個）
　　　　　100㏄と250㏄は０％、150㏄が41％、300㏄が29％、その他が20％

と山側は、重くない150㏄で育苗した苗を求めている。

　問－３　コンテナに植え付ける方法について、記入してください。
　　　　　・コンテナに直接播種　　・幼苗をコンテナに移植する

　　回答　・コンテナに直接播種（３苗協）
　　　　　・幼苗をコンテナに移植する（11苗協）
　　　　　多くは、幼苗（１年生）をコンテナに移植している。

　問－４　コンテナ苗の梱包方法について、記入してください。
　　　　　・段ボール　　・ネット　　・その他

　　回答　・段ボール（３苗協）　　・ネット（11苗協）　　・その他（ムシロ・土のう袋）
　　　　　全て段ボール使用は２苗協、全てネット使用は５苗協である。

　問－５　段ボールやネット１梱包の数量を記入してください。
　　　　　・段ボール　　・ネット　　・その他

　　回答　・段ボール（150㏄100～150本、８～10㎏・300㏄64～100本、未回答）
　　　　　・ネ ッ ト（150㏄40～60本、６～10㎏・300㏄40～50本、10～15㎏）
　　　　　本数、重さに開きがあり運搬費の算出には、統一が必要と思われる。

　問－６　コンテナ苗を納品する１回あたりの本数について、記入してください。（複数回答可）
　　　　　・3,000本未満　　・5,000本前後　　・10,000本前後　　・10,000本以上

　　回答　・４割が3,000本未満（６苗協）、５割が5,000本前後（７苗協）
　　　　　・２割が10,000本前後（３苗協）、２割が10,000本以上（１県苗協）
　　　　　１回あたりの納品本数は、5,000本前後が多かった。

　問－７　コンテナ苗の引き渡しについて、記入してください。
　　　　　・原則苗畑引渡　　・運搬費を頂き植栽現地引渡　　・その他

　　回答　・原則苗畑引渡（４苗協）　・運搬費を頂き植栽現地引渡（８苗協）
　　　　　回答12苗協の内４苗協は、苗畑引渡を原則としていた。

　今回のアンケート調査を実施した結果、コンテナ苗は、活着が良く、植栽時期の自由度が高い、露地栽培よ
り短期間で生産できるなどのメリットがあることから、コンテナ苗の生産が増加するものと思われます。
　一方、コンテナ苗の根鉢サイズ、使用する種類、苗木を造林地へ運搬してからの管理の注意点等、どうすれ
は良いか課題があることが解りました。
　今後は、コンテナ苗に関する苗畑から植栽するまでの「指針等」の整備が望まれます。

団体のページ

「造林用苗づくりは
露地ですかコンテナですか」
アンケート調査結果

苗協だより

福島県農林種苗農業協同組合

裸苗の研修会

コンテナ苗の研修会
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木
を
使
用
す
る
こ
と
で
林
業
の
振
興
に
貢

献
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

「
日
本
の
南
会
津
か
ら
世
界
中
の
子
ど
も
達

に
楽
し
く
遊
ん
で
も
ら
え
る
お
も
ち
ゃ
」

作
り
に
励
み
た
い
と
意
気
込
み
を
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

読
者
の
皆
様
も
、
世
界
に
評
価
さ
れ
て

い
る
木
製
玩
具
を
、
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ

ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

林
業
福
島
事
務
局

株
式
会
社
マ
ス
ト
ロ
・
ジ
ェ
ッ
ペ
ッ
ト
（
南
会
津
町
）

木
に
触
れ
て
豊
か
な
心
を
育
む
「
木
育
」
⑨

○
は
じ
め
に

　

株
式
会
社
マ
ス
ト
ロ
・
ジ
ェ
ッ
ペ
ッ
ト

（
以
下
「
会
社
」
と
い
う
。）
は
、
ピ
ノ
キ

オ
を
作
っ
た
木
工
職
人
（
ゼ
ベ
ッ
ト
じ
い

さ
ん
）
の
よ
う
に
、
愛
情
込
め
て
作
る
こ

と
で
、
ピ
ノ
キ
オ
（
木
製
人
形
）
は
命
を

や
ど
し
、
元
気
で
素
直
な
子
ど
も
に
成
長

し
た
と
い
う
由
来
に
思
い
を
込
め
て
社
名

と
し
、
平
成
二
二
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
社
に
は
、
南
会
津
町
の
製
材
業
や
木

工
製
造
業
者
な
ど
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の

「
木
」
に
関
わ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が

集
ま
っ
て
い
て
、
子
ど
も
達
が
手
に
取
り

楽
し
く
遊
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
デ
ザ
イ

ン
に
こ
だ
わ
り
、
林
業
や
木
工
業
が
盛
ん

な
南
会
津
の
技
術
を
活
用
し
て
、
一
つ
一

つ
愛
情
を
込
め
て
作
ら
れ
た
安
全
で
高
品

質
な
木
製
玩
具
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま

す
。

○
安
全
な
木
製
玩
具
の
製
造

　

木
の
お
も
ち
ゃ
は
、
主
に
部
品
の
大
き

さ
と
強
度
、
塗
料
に
対
す
る
安
全
確
保
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
会
社
の
お
も

ち
ゃ
は
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
で
販
売
さ
れ

る
安
全
基
準
制
度
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

を
証
明
す
る
Ｃ
Ｅ
マ
ー
ク
を
取
得
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
会
社
で
は
、
生
産
・
加
工
か
ら

流
通
に
至
る
各
工
程
で
、
認
証
材
の
使
用

に
適
切
な
管
理
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い

る
こ
と
で
統
合
Ｃ
ｏ
Ｃ
管
理
事
業
体
と
し

て
認
証
（（
一
社
）日
本
森
林
技
術
協
会
）

を
受
け
て
い
ま
す
。

○
高
品
質
な
木
製
玩
具
の
製
造

　

会
社
で
は
、
商
品
開
発
の
と
き
に
、
木

が
持
つ
「
温
も
り
、
手
触
り
、
色
、
重
さ
、

香
、
音
」
の
特
徴
を
生
か
せ
る
材
料
を
選

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
製
玩
具
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
際

は
、
地
域
の
歴
史
や
役
割
を
最
大
限
引
き

出
す
よ
う
心
が
け
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

や
親
に
安
心
感
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
手
間

を
か
け
て
安
全
な
も
の
を
作
る
こ
と
に
こ

だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
会
社
の
木
製
玩
具
は
、
グ
ッ

ド
・
ト
イ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
グ
ッ
ド
・

ト
イ
委
員
会
）
やT

he W
onder 500

（
経

済
産
業
省
）
の
認
定
、
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
（（
公
財
）日

本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
）
の
受

賞
な
ど
、
高
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。

○
国
内
外
に
販
売
を
拡
大

　

会
社
の
木
製
玩
具
は
、
第

六
九
回
全
国
植
樹
祭
を
は
じ

め
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
出
展
を

通
じ
て
知
名
度
の
向
上
を

図
っ
て
お
り
、
国
内
の
百
貨

店
な
ど
約
一
七
〇
店
舗
で
販

売
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
海
外

か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、
世

界
九
カ
国
・
地
域
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
お
わ
り
に

　

会
社
で
は
、
木
に
触
れ
る

こ
と
で
森
林
に
親
し
む
子
ど

も
達
を
増
や
す
と
と
も
に
、

ショールーム

ファーヴァ（グッドデザイン賞受賞）

会津田島駅ステーションプラザで展示販売

グイード（上）（グッド・トイの認定）

ショールーム
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原
発
事
故
に
伴
い
県
産
作
物
へ
の
放
射

性
物
質
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
頃
、
通

勤
中
の
車
で
ラ
ジ
オ
番
組
か
ら
ミ
ツ
バ
チ

の
生
態
の
話
が
聞
こ
え
て
き
た
。「
ミ
ツ

バ
チ
は
身
を
守
る
た
め
有
害
な
物
を
見
分

け
る
能
力
に
優
れ
て
い
る
。」
そ
れ
が
日

本
ミ
ツ
バ
チ
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。

　

日
本
ミ
ツ
バ
チ
は
、
空
洞
と
な
っ
た
立

木
の
幹
の
中
を
好
ん
で
住
処
と
し
、
行
動

範
囲
が
狭
く
巣
の
周
辺
に
咲
く
季
節
の

花
々
か
ら
蜜
を
集
め
、
集
め
た
蜜
は
百
花

蜜
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
。
自
然
豊
か

な
南
会
津
地
方
の
山
間
部
で
は
、
春
の
新

緑
が
始
ま
る
頃
か
ら
林
道
脇
の
大
き
な
木

の
根
元
に
百
花
蜜
を
求
め
設
置
さ
れ
る
日

本
ミ
ツ
バ
チ
の
捕
獲
箱
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

当
時
担
当
し
て
い
た
林
道
工
事
現
場
で
話

題
に
し
た
と
こ
ろ
、
地
元
の
作
業
員
の
人

か
ら
色
々
と
捕
獲
の
技
を
教
え
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
た
。

　

私
の
自
宅
周
辺
は
、
農
地
に
囲
ま
れ
た

里
山
で
日
本
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
う
光
景
は
今

ま
で
一
度
も
見
た
こ
と
が
な
い
が
、
平
成

二
九
年
の
春
に
半
信
半
疑
で
作
業
員
の
人

か
ら
教
わ
っ
た
情
報
を
基
に
自
作
し
た
二

つ
の
捕
獲
箱
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
取
り

寄
せ
た
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
誘
因
花
と
し
て

知
ら
れ
る
ミ
ス
マ
フ
ェ
ッ
ト
（
東
洋
蘭
の

改
良
種
）
を
家
軒
下
に
設
置
し
て
み
た
。

五
月
の
中
旬
に
な
り
庭
先
に
色
々
な
花
が

咲
き
始
め
た
頃
、
一
つ
の
箱
に
日
本
ミ
ツ

バ
チ
の
出
入
り
が
見
ら
れ
巣
作
り
が
始

ま
っ
た
。
自
宅
周
辺
に
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の

生
息
環
境
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
後
は
安
心
し
て
自
家
栽
培

し
て
い
る
作
物
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
。

　

現
在
は
、
家
族
か
ら
は
何
時
に
な
っ
た

ら
蜂
蜜
が
食
べ
れ
る
の
か
と
の
催
促
も
あ

る
が
、
何
千
匹
も
の
ミ
ツ
バ
チ
が
交
互
に

蜜
や
花
粉
を
集
め
て
箱
に
戻
っ
て
く
る
行

動
を
見
て
い
る
と
、
横
取
り
す
る
こ
と
は

と
う
て
い
で
き
ず
、
近
く
の
山
に
箱
を
移

し
て
飼
っ
て
い
ま
す
。

　

八
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
前
月
比
九
㌫
増
（
前
年
比
五
㌫
増
）
の

二
〇
、
六
三
六
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
は
、
前
月
比
一
二
㌫
増
（
前
年
比
三
㌫
増
）
の
二
一
、
四
四
七
立
方
㍍

と
な
っ
て
い
る
。

　

九
月
の
価
格
は
保
合
い
と
な
っ
て
い
る
。

自
然
界
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
謝

小
　
林
　
正
　
光

南
会
津
農
林
事
務
所

素材の価格〈工場着価格〉（９月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

区　分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ （ 0～ 0） 7 （ 6～ 9） 0

13～14 並 カラマツ 7 （ 7～ 7） 0 8 （ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ 14 （13～14） 0 10 （ 9～11） 0

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県　　平　　均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一　
　

般　
　

用　
　

材

小
5～9

4.00
並

スギ
9 （ 8～10） 0 （ 0～ 0） 9 （ 8～ 9） 0 9 （ 8～10） 0

10～14 並 12 （11～12） 0 （ 0～ 0） 11 （11～12） 0 12 （11～12） 1

中

14～22

3.00
並 スギ 12 （11～15） △1 11 （11～11） 0 13 （12～13） 0 12 （11～15） 0

並 ヒノキ 19 （16～22） 0 15 （15～15） 0 16 （16～16） 0 17 （15～22） 0

6.00
並 スギ 16 （15～17） 0 11 （10～12） 0 16 （16～16） 0 15 （10～17） 0

並 ヒノキ 30 （25～35） 0 （ 0～ 0） 22 （19～24） 0 26 （19～35） 0

20～28

3.65 並
スギ

12 （12～12） 0 11 （10～12） 0 12 （12～13） 0 12 （10～13） 0

4.00 並 12 （11～12） 0 11 （11～11） △1 12 （12～13） 0 12 （11～13） 0

4.00 並
アカマツ

9 （ 7～11） 0 （ 0～ 0） 9 （ 9～ 9） 0 9 （ 7～11） 0

1.80 並 8 （ 5～10） 0 （ 0～ 0） 8 （ 8～ 8） 1 8 （ 5～10） 1

外　
　
　

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 30 （29～30） 0 30 （29～30） 0

並 米マツ （ 0～ 0） 34 （34～34） 0 29 （28～29） 0 30 （28～34） △1
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 27 （25～28） 0 27 （25～28） 0

4.00
並 アカマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 25 （25～25） 0 25 （25～25） 0

並 カラマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 26 （25～27） 0 26 （25～27） 0

パルプ
用材

並 マツ 7 （ 7～ 7） 0 （ 0～ 0） 6 （ 5～ 6） 0 6 （ 5～ 7） 0

並 広葉樹 9 （ 9～ 9） 0 （ 0～ 0） 6 （ 6～ 6） 0 8 （ 6～ 9） 0

注）１．前月差の△印は値下りを示す。
　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各

地域の平均的価格を示す。
　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、

福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。 
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お知らせコーナー

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

水

戸

典

明

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
〇
八
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

３サ
ン

０マ
ル

１イ
チ

０マ
ル

表紙の写真
　

忘
年
会
の
時
期
で
あ
る
。
３サ

ン

０マ
ル

１イ
チ

０マ
ル

（
あ
る
い
は
２
０
１
０
）
運
動
を
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
。
３
０
１
０
と
は
、
宴
会
開
始
後
三
〇
分
と
終
了
前
十
分
は
、
お
い
し
い
お
料
理
を
食

べ
、
食
べ
残
し
を
減
ら
す
運
動
で
あ
る
。
我
が
国
で
は
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
に
も
関
ら
ず

廃
棄
さ
れ
る
食
品
（
食
品
ロ
ス
）
が
年
間
約
六
二
一
万
㌧
（
事
業
系
三
三
九
万
㌧
、
家
庭

系
二
八
二
万
㌧
）、
お
金
に
換
算
す
る
と
十
兆
円
を
超
え
る
と
い
う
。
そ
し
て
食
料
廃
棄

率
は
、
な
ん
と
世
界
一
。
そ
こ
で
平
成
二
八
年
十
月
に
福
井
県
で
「
全
国
お
い
し
い
食
べ

き
り
運
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
が
発
足
し
た
。
今
や
全
国
四
七
都
道
府
県
三
二
五
市

町
村
が
会
員
と
な
り
、
食
品
ロ
ス
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
こ
の
運
動
の
窓
口
が
各
県
市

町
村
で
違
う
。
循
環
社
会
推
進
課
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
ご
み
減
量
課
、
く
ら
し
の
相

談
課
だ
っ
た
り
す
る
。
廃
棄
さ
れ
た
食
品
を
ゴ
ミ
と
扱
う
の
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
活
か

す
の
か
、
そ
の
姿
勢
の
違
い
だ
ろ
う
。
西
宮
市
で
は
美
化
企
画
課
が
あ
り
、
そ
こ
で
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
肥
料
を
つ
く
る
取
組
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
愛
知
県
で
は
、

食
育
と
も
か
ら
め
、
郷
土
料
理
や
食
材
を
残
さ
ず
料
理
す
る
方
法
を
紹
介
し
て
い
る
。
が
、

幼
い
頃
は
、
食
卓
を
囲
み
な
が
ら
、
も
っ
た
い
な
い
か
ら
残
さ
ず
食
べ
な
さ
い
、
と
親
か

ら
日
常
当
た
り
前
に
言
わ
れ
育
っ
て
き
た
。
正
直
、
今
や
全
国
規
模
の
運
動
と
し
て
展
開

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
は
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
関
わ
ら
ず
一
人
一
人
が
心
が
け
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

そ
し
て
、
今
月
は
、
平
成
最
後
の
年
越
し
月
で
あ
る
。
今
年
の
年
越
し
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
三
〇
年
を
振
り
返
り
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
十
年
を
思
っ
て
み
る
。
数
字
的
に
は
３

０
１
０
運
動
に
匹
敵
す
る
で
は
な
い
か
。
人
生
を
四
季
に
例
え
る
と
私
は
も
う
白
秋
の

時
。
私
以
上
に
も
以
下
に
も
な
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
せ
め
て
丁
寧
に
生
き
た
い
、
と
深
く

思
う
年
の
瀬
で
あ
る
。
少
し
ず
つ
ひ
と
つ
の
時
代
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ど
う
ぞ
心

穏
や
か
な
年
越
し
を
。 
（
都
）

はなしの
ひろば

「巨木伐採」
第15回ふくしま森林・林業写真
コンクール優秀賞
受賞者　河野善次さん（福島市）
撮影場所：福島市松川町

平成30年度「森の名手・名人」に選定
～ 南会津町　児山　文彦さん ～

　国土緑化運動の一環として日本を代表する文化人等を結集し、社会一般が更に
森林と向き合っていく気運を醸成することを目的に、平成14年11月、「もりのく
に・にっぽん運動」が開始されました。
　このリーディングプロジェクトとして、（公社）国土緑化推進機構では、森に関わる生業において、優
れた技を極め、他の模範となっている達人を「森の名手・名人」として毎年選定を行っています。
　本年度福島県からは、南会津町の児山文彦さんが加工部門（木工家具・玩具づくり）で選定され、平
成30年10月20日（土）に開催された「第43回福島県林業祭」の「林業コンクール等表彰式」において、認
定書が伝達されました。

平成30年度東北・北海道地区緑化推進協議会「緑化功労者」を受賞
～ 下郷町　星　隆雄さん ～

　平成30年10月４日（木）に福島市で開催された「平成30年度東北・北海道地区緑
化推進協議会」において、下郷町の星　隆雄さんが緑化功労賞を受賞しました。
　星さんは、「山桜を親しむ会」会長として、下郷町戸赤地区のヤマザクラの保
護や里山風景の保全活動に尽力していることに加え、地域住民とともにヤマザクラの開花に併せた祭り
の開催や、旧分校を使用した自然体験あそびの学校「やまざくら」を活用した宿泊・来訪者の増加など、
豊かな山村資源を活用した様々な交流活動に積極的に取り組んでいることが高く評価されました。

戸赤地区のヤマザクラ

木工教室での指導



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

傾斜地に対応した全旋回チルトプロセッサ
・最大38度のチルト機能により傾斜地での作業性が大幅に向上

・全旋回ローテータにより油圧ホースが絡む心配不要

・サイドカッター解除機能により曲がり材に対応

・大容量油圧システムと強化型送りモータによるパワフルな送材

www.iwafuji.co.jp

（ 北関東支店） 福島県郡山市八山田5-314
TEL 024-973-5166 FAX 024-973-5168

（ 本社・工場 ） 岩手県奥州市水沢字桜屋敷西5-1
（ 支 店 ） 札幌･東北･北関東･関東･中部・関西･九州

For the future with forest

GP-35Bグラップルプロセッサ

最新のGP‐8コントローラを搭載
・5.7インチカラー液晶ディスプレイによる多彩な

情報表示

・感圧式タッチパネル採用により操作性が向上

・A,B,C,Dの4コード毎に4種類、合計16種類の測

長設定値

・樹種を4種類登録でき、個別に材長調整値の

設定が可能

新開発のスタッドローラ(オプション)
・鉄輪の全周に装着された無数の

スタッド（鋲）が材を強力に捉え、

送りモータのトルクを伝えます。

・特殊形状のスタッドを一体化した

シンプルな構造で、メンテナンス

イワフジのGPシリーズ
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人と共に　緑と共に

うねめ
林業機械

人と共に　緑と共に

R

For Professional

For Professional

GZ3950EZ
GZ4350EZ

BCZ275GW-DC ZHM1550RR SR3100

刈幅：1500mm 出力 : 27.5kW 破砕径：200mm 出力 : 18.4kW

排気量 25.4cc

排気量 39.1cc

排気量 43.1cc

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 福島県代理店

㈲ うねめ林業機械㈲ うねめ林業機械
TEL(024)952-2657 ・ FAX(024)951-7775 〒963-0211 郡山市片平町字薪蟻塚 108-1

For Professional

BCZ275GW-DC

郡山市片平町字新蟻塚


